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金星雲層高度にお ける惑星規模大気波動の 鉛直伝搬性 に つ い て

神 山徹（産業技術総合研究所），今村 剛，中村正 人 ，佐藤毅彦（宇宙科学研究所），
二 穴喜文
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金 星 に は 自転速度を は るか に 上 回 る速 度で 大　　えそ の 伝搬 の 様 子 を調杏 した（図 1）、

気が回転する 「ス
ーパ ー

ロ
ー

テ
ー

シ ョ ン 」 と呼 ば

れ る現象が知 られて い る 。 金 星 を覆 う雲 の 頂 上

（− 70km ）にお い て 風速は極大 とな り、100m ！s に も

達する 西向き の 高速帯上風が 、 そ の 発 見か ら 40 年

以上 にわた っ て 存在 し続け て い る 。

　8 年以上 にわた る VenusExpressに よ る継続観

測に よ り、こ の ス
ーパ ー

ロ
ー

テ
ー

シ ョ ン に金星 年

ス ケ
ー

ル の 興味深い 時間変動が報告 され て い る 。

2006 年か ら 2010 年に わた っ て は約 10m ！s の 振

幅で 1金 星年程度の 周期で 準周期的に東西風速が

増減す る
一方（Kouyama 　et　a1．，2013）、2006 年 か

ら平均的 に風 速が 増 大す る傾 向が 見 られて い る

（Khatuntsev 　et 　aL
，
2013）。加 え て 雲頂高度にお い

て 、風速が比較的遅い 時期に は 「赤道ケル ビ ン 波」

的な風速擾乱が 卓越 し、比較的速い 時期には 「ロ

ス ビー波」 的擾乱の 卓越 が し ばし ば観測され て い

る（Kouyama 　et 　al ．，2013）。

　 こ の よ うな背 景風速が速 い ・遅い とい っ た違 い

と卓越 する 大気 波 動 の 間に 関連性 に つ い て の 知

見 は ま だ得 られ て い な い 。そ こ で 本研究で は 雲層

下 部高度に お い て 励起 された惑星 規模の ケ ル ビ

ン 波 ・ロ ス ビー波が 、どの よ うな背景風速条件 の

場 合で あれ ば雲頂 高度 に お い て も観測 され うる

か を Cobey ＆ Schubert（1982）に もとつ く線形計

算に よ り調査 した。

　金 星 の 雲層 高度 で は 擾乱 に 対 し て強 い 放射減

哀（時定数 5〜10 日，　Crisp，1989 ）が働 く。こ の た め

下層 で 励 起 され た 大気波動が も し遅 い 鉛直伝搬

速度を持つ 場合、雲頂上高度 に伝わる前に 減衰 し

て しま う。 波動 の 鉛直伝搬速度はケル ビ ン 波、ロ

ス ビ ー波 ともに 背景東西風速度 と波 の 位相速度

の 差、内部位相速度 に比例す る ような関係 がある

こ とが知 られ て い る。そ こ で 線形計算 に お い て は

速 い ・遅い 時期 を模擬 し た風速分布それぞれ にお

い て 、観測 されて い る位相速度を持 つ 両波動 を 与
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図 1：ス
ーパ ー一

ロ
ー一一

テ
ーシ ョ ン の 速い 時期（F）遅い

時期（S）を模擬 した背景東西風速分布

　そ の 結果 、 背景風速 の 速 い 場合にお い て は ロ ス

ビー
波が 、 遅 い 場合にお い て はケ ル ビ ン 波が 風速

の 振幅 を保 っ た ま ま雲頂高度ま で伝搬 卩∫能で あ

る こ とが分か っ た（図 2）。
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図 2： 異な る背景 風速場 にお け る（左）ケ ル ビ ン 波、

（右）ロ ス ビー波 の 擾乱振幅 の 鉛 直分布
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